
第 3 学年 国語科学習指導案 
日時 平成２０年 ９月２５日（木）５校時 
児童 男子１２名 女子１４名 計２６名 
指導者 尾形 一 

 
１ 単元名    大事なことをたしかめよう 
 教材名    すがたをかえる大豆（説明的文章） 

         食べ物はかせになろう／本で調べる 
 
２ 単元について 

第３学年及び第４学年の「読むこと」領域の目標は、「目的に応じ、内容の中心をとらえたり段落相互の

関係を考えたりしながら読むことができるようにするとともに、幅広く読書しようとする態度を育てる。」

ことである。本単元では、「目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え、文章を正

しく読むこと。」（イ）を主たる目標としている。 
本教材は、身の回りにあふれている大豆加工食品と大豆について書かれた、解説型の説明文である。児童

もよく知る大豆について、「手を加えた食品を知らず知らずのうちに食べている」意外性のある話題を提供

し、新たに知る喜びを与えられる教材である。また、段落の多くは、先頭の文が中心文になる、いわゆる

頭括式の文章構成である。そのうえ「大豆のすがたの変わり方」が理解しやすい例からしにくい例の順に

説明されていることなども特徴的であり、段落の相互関係の学習を行う上で適した教材であると考える。 
児童は、「ありの行列」の学習で文章の大枠を把握するために、文章全体の「問い」と「答え」に着目し、

「答え」に至る観察、実験、仮説・推論の過程をたどりながら、段落毎に内容を短くまとめたり、段落毎

の関連を読み取る学習を行った。 
説明的文章の読み取りについては、「ありの行列」の学習を通して、文の語尾や接続語に気をつけ、大事

な部分を落とさずに読み取りができるようになったり、自分なりに根拠をもって発言する児童が増えてき

たりしている。しかしながら、まだ段落の内容を正確に読み取ることのできない児童、文の主述関係を理

解できず、十分な読み取りのできていない児童も数名いる。 
また、児童の国語科に対する意識を見ると、読書や音読・漢字学習に対する関心は高いのだが、国語の授

業そのものを楽しいと答えた児童は少なく、音読や読み取りの能力についても、未だ十分とはいえない。 
指導にあたっては、本文を一読した後、児童の感想をもとにして学習計画を立てる。その後、「大豆が、

どのように手を加えられ、どんな形に姿を変えるか」という文の読み取りと、筆者が読者に伝えるための

工夫（児童には「文しょうのひみつ」（以下「ひみつ」）としていく）に気付かせる２つの学習を行ってい

く。文の読み取りでは、段落毎に中心文を抜き出し、内容を整理しながら読み取らせていくと共に、接続

語や文末表現・段落内の文の並び順など、段落毎に見られる「ひみつ」に気付かせ、児童に「ひみつ」に

興味を持たせるようにしていきたい。本時では、「ひみつ」に重点を置いた学習を行う。３～７段落の読み

取りで使用したプリントを活用し、大豆のすがたや工夫の記述に着目させながら、「豆の変わり方が見えや

すい」「説明の短い順から」段落が配列されていること、それらが児童にわかりやすい順であることに気付

かせたい。授業の後半では、本教材と異なる説明文を用い段落の順番を並べ替える作業を行い、本時で学

習した内容を理解しているか確認し、「食べ物博士になろう」での書くことの指導につなげていく。「食べ

物はかせになろう／本で調べる」では、調べることを決める・本を探す・調べたい事柄を選び、書きだす・

文章にまとめる、の４ステップで学習する。この学習は、情報活用の基礎となる力を育成する活動なので、

丁寧に指導を行う。また、読書への橋渡しとして、授業の導入や読み取りのときに関連図書を紹介したり、

関連図書や参考文献を教室内に用意し、興味を持って読書活動に取り組めるようにしていきたい。 



３ 単元の目標 
（１）国語への意欲・関心・態度 
  ・大豆の姿の変わり方について、関心を持って読み取ろうとする。 

・自分の立てたテーマに沿って、調べたり書いたりしようとする。 
（２）読むこと 
  ・段落相互の関係を考えながら、文章の内容を的確に理解することができる。（読む イ） 
  ・内容を大きくまとめたり、必要なところは細かい点に注意したりしながら読むことができる（読む オ） 
（３）書くこと 
  ・調べて書く必要のある事柄を収集したり、選択したりすることができる。（書く イ） 
  ・書こうとすることの中心を明確にしながら、段落と段落の続き方に注意して書くことができる。（書く エ） 
（４）言語事項 
  ・指示語や接続語に気を付けながら、文と文との意味のつながりを読み取ることができる。（言語 オ（ウ）） 

・表現したり理解したりするために必要な語句を、辞書を利用して調べることができる。（言語 オ（イ）） 
 
４ 単元の評価規準 

国語への 
関心・意欲・態度 読む能力 書く能力 言語についての 

知識・理解・技能 
・大豆の秘密について関心 
をもち、読み取ろうとし 
ている。 

・自分の課題をもち、さま 
ざまな本を活用して、食 
べ物の秘密を調べ、まと 
めようとしている。 

・段落ごとの文の構成や、

段落前後の関係を読み 
取り、「はじめ・中・終

わり」の大きなまとまり

を意識して、内容を理解

している。 

・本を探して調べ、読み

取った内容を書き出す

などして、必要な材料

を集めている。 
・調べた内容を事柄ごと

に段落に分けて書いて

いる。 

・指示語や接続語に注意し

て、段落や文のつながり

を明確にとらえながら読

んでいる。 
・わからない言葉を、国語

辞典などで調べている。

 
５ 単元の指導計画（１９時間 読７時間 書１２時間） 
段階 時数 主な学習内容 評価規準と評価方法 

第
一
次 見

通
す 

１ 

・題名をもとに、大豆を使った食品につい

て知っていることを発表する。 
・「すがたを変える大豆」を読み、初発の

感想を書き、学習の見通しを持つ。 
 

関 教材文を通読し、初発の感想をもとに話し合 
い、学習のめあてを持とうとしている。 

（発表・観察）

読 初めて知ったことや驚いたこと、疑問に思った

ことをノートに書いている。（ノート） 

第
二
次 

た
て
る 

２ 
・「すがたをかえる大豆」に段落番号を振

り、全体・段落ごとに何について書かれ

てあるかを簡単にとらえる。 
・「問い」「答え」の文を探させ、「ありの

行列」とは異なるタイプの説明文である

ことに気付く。 
・わからない言葉の意味を調べる。 

関 段落について理解し、学習の見通しをもとうと

している。（発表） 
 
読 段落ごとに書かれてあることを簡単に読み取 
っている。（発言・観察） 

３ ・筆者の提示した話題について読み取る。

・第１・２段落を音読し、提示されている

話題について話し合う。 
・導入の仕方や問いかけなど、読み手が理

解しやすくなるように、著者がこの文で

工夫していることに気付かせる。 

関 筆者の提示した話題を詳しく読み取ろうとし 
ている。（挙手・発言） 

読 大豆と工夫の必要性について読み取っている。

（発表・ワークシート）

  １・２段落の伝えるための工夫が分かる。 
（発表・ワークシート）

第
三
次 

深
め
る 

４
・
５ 

・大豆をおいしく食べる工夫について読み

取る。 
 ３・４段落を読み取る。 
 ５・６・７段落を読み取る。 

関 大豆をおいしく食べる工夫について、正しく読

み取ろうとしている。（発言・ワークシート） 
読 大豆をおいしく食べる工夫について、それぞれ

の段落を読み、正しく読み取っている。 
（発言・ワークシート）



６
（
本
時
） 

・３～７段落の読みをもとに、５つの段落

のつながりを考え、筆者の書き方の工夫

に気づく。 
 

読 段落を比較しながら、大豆が姿を変えることを

分かりやすく伝えるための筆者の述べ方につい 
て考えている。（発言・ワークシート） 

７ 

・結論を読み取る。 
 ８・９段落を読み取る。 
・それぞれの段落の小見出しを考え、文章

の構成を確認する。 

関 結論を正しく読み取り、文章全体の構成を考え

ようとしている。（発言・ワークシート） 
読 結論を正しく読み取っている。 

（発言・ワークシート）

読 段落構成を読み取り、大きなまとまりを理解し

ている。（発言・ワークシート） 

８ 

・「食べ物はかせになろう」を読み、学習

の見通しを持つ。 
・調べたい食べ物を決めて、学習計画を立

てる。 

関 自分で調べたい食べ物について、進んで決めよ

うとしている。（発言・ワークシート） 
読 単元のねらいに沿って、自分の調べたい食べ物

を決めている。（観察・ワークシート） 

第
四
次 

ひ
ろ
げ
る 

９ 

・調べ方を学ぶ。 
「本で調べる」を読み、本の探し方や目

次・索引の活用の仕方を確かめる 

関 本の探し方や目次・索引の活用の仕方を理解し

ようとしている。（挙手・態度） 
書 題名に着目して、本を探したり、目次や索引を

検索して、必要な情報を探したりする方法を理解

している。（発表・ワークシート） 

１０ 

・まとめかたを学ぶ 
調べた事柄の整理の仕方や、文章にまと

める方法を確かめる。 

関 調べた方法の整理の仕方や、文章へのまとめ方

を理解しようとしている。（挙手・態度） 
書 調べたことを取材カードに書くことや、その中

から情報の取捨選択をして文章にまとめること 
を理解している。（発表・態度） 

１１ 

・調べることを決める。 
調べたい食べ物について知りたいこと 
や疑問に思うことを書きだす。 

関 調べたい食べ物について、知りたい事や疑問に

思うことをもとに、進んで課題を作ろうとしてい

る。（発表・ワークシート） 
書 調べたい食べ物について、知りたい事や疑問に

思うことをもとに、書き出している 
（ワークシート）

１２
・
１３ 

・調べるための本を探し、その中から調べ

たいことを選び出し、分かったことを取

材カードに書く。 

関 目的にあった本を探し、調べたい事柄を選び出

し、取材カードに書こうとしている。 
（態度・取材カード）

書 目的に合った本を探し、調べたい事柄を選び、

わかったことを取材カードに書き出している。 
（取材カード）

１４
～
１７ 

・取材カードを整理する。 
・それぞれのカードのまとまりごとに文章

を書く。 
・清書する。 

関 情報を関連付けてまとめ、まとまりごとに文章

を書こうとしている。（態度・文章） 
書 取材カードを整理し、段落の関係をわかりやす

くしながら、文章を書いている。（文章） 

第
五
次 

ま
と
め
る 

１８
・
１９ 

・文章をまとめ、本を作る。 
・友達と本を読み合い、よく書けていると

ころを互いに評価し合う 

関 友達の調べた食べ物の秘密について読むこと 
で、友達の文章のよさを見つけようとしている。

（発表・相互評価カード）

書 友達の文章を読み、よさに気づき感想を書いて

いる。（発表・相互評価カード） 
 
 
 
 



６ 本時の指導 
（１）目標 

 ３～７段落の読み取りをもとに、５つの段落のつながりを考え、筆者の書き方の工夫に気づくことがで 
きる。 

（２）展開 
段

階 学習活動 ○主発問 教師の働きかけと予想される反応 個への支援と評価の観点（方法） 
・留意点 

つ

か

む

５

分 

１．前時の学習を想起す

る。 
 
 
 
２．本時の学習課題を捉

える。 
 
 

１．前時までの学習を確認する。 

・３～７段落のふりかえり（くふう・すが

た・手の加え方を類型化した表）。 

・段落の始めが中心文だ。 

・段落の始めに、つなぎ言葉がある。 

２．学習課題を提示する。 
 

・ これまで学習してきた「文しょう

のひみつ」を想起し、本時の課題に

つなげていく。 
 
 
評 学習課題を把握しているか。 

（観察・発言） 
 

考

え

る

25
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．本時の学習場面を音

読する。 
（第３～７段落） 

４．筆者の説明の工夫を

考える。 
 
① 一人学び 
 
 
 
② 学び合い 
 
 
○手の加え方を段落毎 
に比べた時に、気づい

たことはありますか。

 
 
○変わった後の姿から、

気づいたことはあり 
ますか。 

 
 
 
 
 

３．読みの視点を与え、学習場面を

指名読みさせる。 
 
４．①３～７段落の読み取りの際に

使ったプリントを見ながら、筆者

の説明の工夫を考えさせる。 
・わかりやすい「くふう」から書か

れている。 
・「大豆のすがた」が、だんだん細 

かくなってきている。 
② 一人学びで考えたことを発表し

合い、その後全体で話し合いな

がら、次の内容をとらえさせる。

・３段落は、説明が短くわかりやす

い。 
・５段落は説明が長くわかりにく 

い。 
・後の段落は、言葉の意味が分かり

にくい。 
 
・３～４段落は手の加え方が目にす

ることも多く、分かりやすい。 
・６段落は生物の力をかりたのが目

に見えないし、目にすることがほ

とんどないので分かりにくい。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・ ３～７段落の読み取りの際に使 
った表（プリント）を活用する。 

 
支 説明の工夫を見つけられない児 
童には、「大豆のすがた」・挿絵の写

真・説明の長さに着目するよう助言

する。 
 
 
 
・ 児童の発言や学びあいで気づい 
た点を、掲示されている表の中に書

き加えていく。 
 
 
 
・ 言葉の意味が段落を追うごとに 
分かりにくくなっていることに 
気づかせるため、分かりにくい言 
葉を、ペンなどを使い囲ませたい。

・ 児童が気付かない場合には、挿 
絵の写真を使って比較させ、その状

態を表す文章を探していく。 
・ ７段落は３～６段落とは異なり、

収穫する前の工夫であるため、後に

なっていることに気付かせる。 

３～７段落の、「国分さんの文しょうのひみつ」をさがそう。



 
 
 
 
 
ふ

か

め

る

10
分 

○３と４の段落だと４ 
段落のほうが短いで 
すが、この順番になっ

ているのはなぜで 
しょう。 

 
 
５．本単元以外の説明文

の段落を、内容のわか

りやすい順に並べ替 
える。 

・４段落のきなこの説明は、「いる」

ことを説明した後でなければ分 
かりにくい。 

・「いってひく」より「いる」のほ 
うが簡単。 
 

 
５．本単元とはまた別の解説型の説

明文（「じどう車くらべ」抜粋） 
を用意し、並べ替えさせる。 

・ ３・４段落を並べ替えた場合を想

定した発問を提示し、４・５段落が

３段落の「くふう」にさらに手を加

えていることに気付かせ、この順番

ではなければならないことをとら 
えさせる。 

 
・ 説明文を並べ替えしやすいよう、

付箋を利用したワークシートを用 
意する。 

・ 自分の考えをより確かなものに 
するために、ペアで発表し合う時間

を設ける。 
 
 
 
 
 

 
ま

と

め

５

分 

６ 本時の学習のまと 
めをする。 

 
７ 次時の学習内容を 
確認する。 

６ 今日の学習から分かったこと 
をまとめ、自己評価する。 

 
７ ８・９段落の読み取りを行うこ

とを確認する。 

評 今日の授業について、自己評価さ

せる。 
 
・ 授業の感想を発表させる。 
 

 
８ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

具体の評価規準 
Ａ：段落に書かれている内容に着目して相互に比較し、正しく並べ替え、その理由を説明できる。 
Ｂ：段落に書かれている内容に着目して相互に比較したり、並べ替えている。 

Ｃへの支援：それぞれの段落で話題の中心になっているもの（バス・トラック・クレーン車）に着目し、並べ替え

るよう促す。 
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大
豆
に
し
お
と
米
か
麦 

＋
コ
ウ
ジ
カ
ビ
を
ま
ぜ
あ
わ
せ
る 

ふ
た
を
し
て
半
年
か
ら
一
年
お
く
。 

⑦
と
り
入
れ
る
時
期 

え
だ
豆 

 
 

 
 
 

わ
か
く
て
や
わ
ら
か
い
う
ち
に
と
り
入
れ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

さ
や
ご
と
ゆ
で
て
食
べ
る 

育
て
方
の
く
ふ
う 

も
や
し 

 
 

 
 
 

ダ
イ
ズ
の
た
ね
を
、
日
光
に
当
て
ず
水
だ
け 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

を
や
っ
て
育
て
る

分かりやすい 
説明が長い 

目に見えない 

分かりにくい 

ま
と
め 

国
分
さ
ん
の
せ
つ
め
い
の
ひ
み
つ 

説明が長い 

とる前のくふ

う 
あまり見ない とった後のくふう 目にすることが多い 

① 

つ
な
ぎ
言
葉
を
使
っ
て
い
る 

② 

だ
ん
落
の
は
じ
め
の
文
が
中
心
文 

あ
と
の
文
は
く
わ
し
い
せ
つ
め
い 

と
い
う
つ
く
り 

③ 
分
か
り
や
す
い
く
ふ
う
か
ら
じ
ゅ
ん
番
に
、
だ
ん
落
が
な
ら
ん
で
い
る
。 

 
 
 

短
い
せ
つ
明
か
ら 

 
 
 

豆
の
変
わ
り
方
が
見
え
や
す
い 

長い時間がかかる

説明が短い 



 

要
旨 

 

大
豆
は
多
く
の
人
が
ほ
と
ん
ど
毎
日
口
に
し
て
い
る
が
、
米
や
麦
と
は
異
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
に
姿
を
変
え
て
い
る
た
め
、
な
か
な 

か
気
付
か
れ
な
い
。
大
豆
は
か
た
く
、
そ
の
ま
ま
で
食
べ
に
く
く
、
消
化
に
も
よ
く
な
い
た
め
、
い
ろ
い
ろ
手
を
く
わ
え
て
、
お
い
し
く
食 

べ
る
工
夫
を
し
て
い
る
。
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
い
る
」「
に
る
」「
こ
な
に
ひ
く
」「
大
切
な
え
い
よ
う
だ
け
を
取
り
出
す
」「
目
に
見
え
な 

い
小
さ
な
生
物
の
力
を
か
り
る
」「
取
り
入
れ
る
時
期
を
工
夫
す
る
」「
育
て
る
工
夫
を
す
る
」
工
夫
を
紹
介
し
て
い
る
。 

 

多
く
の
食
べ
方
が
考
え
ら
れ
た
の
は
、
大
豆
が
味
も
よ
く
、
た
く
さ
ん
の
栄
養
を
ふ
く
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
や
せ
た
土
地
に 

も
強
く
育
て
や
す
い
た
め
、
多
く
の
地
域
で
植
え
ら
れ
て
い
る
。
大
豆
の
良
い
と
こ
ろ
に
気
づ
き
、
食
事
に
取
り
入
れ
て
き
た
昔
の
人
々
の 

ち
え
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
る
。 

終わり 中 始め 

筆者の感

想 
多くの食べ方が考えら

れた理由 ５つのくふう 大豆について ほとんど毎日口にし

ている大豆 

構
成 

 ⑨    ⑧ ⑦  ⑥  ⑤ ④  ③   ② ① 

１ 
 

大
豆
の
よ
い
と
こ
ろ
に
気
づ
き
、
食
事
に
取
り
入
れ
て
き
た
昔
の

人
々
の
ち
え 

（
筆
者
は
）お
ど
ろ
か
さ
れ
ま
す（
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。）

こ
の
よ
う
に
大
豆
は
い
ろ
い
ろ
な
姿
で
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

理
由 味

も
よ
い 

た
く
さ
ん
の
え
い
よ
う
を
ふ
く
ん
で
い
る
か
ら 

や
せ
た
土
地
に
も
強
い 

 

育
て
や
す
い 

 
 
 
 
 

多
く
の
地
い
き
で
う
え
ら
れ
た 

（
で
も
、
そ
の
ま
ま
で
は
食
べ
に
く
い
②
） 

と
り
入
れ
る
時
期
や
育
て
方
を
工
夫
し
（
て
お
い
し
く
食
べ
る
）

え
だ
豆
・
も
や
し 

小
さ
な
生
物
の
力
を
か
り
て
、
ち
が
う
食
品
に
し
て
（
お
い
し
く

食
べ
る
）
く
ふ
う
。 

な
っ
と
う
・
み
そ
・
し
ょ
う
ゆ 

大
切
な
え
い
よ
う
を
と
り
出
し
、
ち
が
う
食
品
に
し
て
、
お
い
し

く
食
べ
る
く
ふ
う 

 

と
う
ふ 

こ
な
に
ひ
い
て
（
お
い
し
く
）
食
べ
る
く
ふ
う 

 

き
な
こ 

そ
の
形
の
ま
ま
、
い
っ
た
り
に
た
り
し
て
や
わ
ら
か
く
、
お
い
し

く
す
る
く
ふ
う
。 

 

豆
ま
き
に
使
う
豆
・
に
豆
・
黒
豆 

大
豆
＝
ダ
イ
ズ
と
い
う
植
物
の
た
ね 

 
 
 
 

そ
の
ま
ま
で
は
食
べ
に
く
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消
化
も
よ
く
な
い 

 

そ
の
た
め 

 
 

↓ 

お
い
し
く
食
べ
る
工
夫
を
し
て
い
る 

米
・
麦 

と 

大
豆 

共
通
点 

多
く
の
人
が
ほ
と
ん
ど
毎
日
口
に
し
て
い
る
。 

違
う
点 

大
豆
は
、
毎
日
口
に
し
て
い
る
こ
と
が
意
外
と 

知
ら
れ
て
い
な
い 

 

（
な
ぜ
な
ら
）
↓ 

 
 
 
 

大
豆
は
い
ろ
い
ろ
な
食
品
に
す
が
た
を
変
え
て 

い
る
か
ら
。 

構
成
の
要
素 

取
り
入
れ
て
き
た 

ち
え 

こ
の
よ
う
に 

…
の
は
、
…
か
ら
で
す
。 

ふ
く
ん
で
い
る 

や
せ
た
土
地 

そ
の
う
え
、
…
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
…
も
あ
り
ま
す 

ゆ
で
て 

さ
ら
に
…
く
ふ
う
も
あ
り
ま
す
。 

大
切
な
え
い
よ
う
だ
け
を
と
り
出
す 

ナ
ッ
ト
ウ
キ
ン 
む
し
た 

コ
ウ
ジ
カ
ビ

ま
ぜ
合
わ
せ
る

ま
た
…
く
ふ
う
も
あ
り
ま
す
。 

す
り
つ
ぶ
す 

し
る 

し
ぼ
り
出
す 

か
た
め
る 

ニ
ガ
リ 

と
う
ふ 

次
に
、
…
く
ふ
う
が
あ
り
ま
す
。 

い
っ
て
（
い
る
） 

こ
な
に
ひ
い
た
（
ひ
く
） 

い
ち
ば
ん
分
か
り
や
す
い
の
は
、
…
く
ふ
う
で

す
。 

い
っ
た
り
（
い
る
）
に
た
り
（
に
る
） 

大
豆 

さ
や 

ダ
イ
ズ 

そ
の
た
め
…
し
て
い
ま
す
。 

な
ん
だ
か
分
か
り
ま
す
か 

そ
れ
は
、
大
豆
で
す
。 

意
外
と 

知
ら
れ
て
い
な
い 

す
が
た 

か
え
て
い
る 

気
づ
か
れ
な
い 

中
心
語
句
・
重
要
語
句 

教
材
分
析
図 

す
が
た
を
か
え
る
大
豆
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